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研究の方法
対象：体外受精予定で自宅から精液を持参される患者様、比較対象
として院内で精液採取され体外受精を受けられた患者様
方法：臨床上で体外受精をするために調整する精液のデータ（精子
数、運動率など運動性や精子の数）を自宅から持参の場合と院内採
取の場合で比較します。

（使用する試料/情報等）：

個人情報の取り扱い： 研究に用いる患者個人情報の保護を行います。研究報告により個人
が特定されることはありません。

研究の目的： 自宅から持参される場合の精液は外部環境、特に温度変化の影響を
受けます。冬の場合特に温度が低く、精液の温度が低下するにつれ
精子の運動性が低下します。それを防ぐため保温容器で精液を保護
し、体外受精の成績や顕微授精への変更リスク上昇などのリスクが
下げられるかを調べます。

研究の概要

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用されることを希望され
ない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。
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